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議会だより 
御蔵島村 

～ 掲 載 記 事 ～ 

P.２   議長の卓論 

P.３   令和７年第１回定例会 議決事項 

P.６  議員一般質問 

P.1４  活動報告 
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  オオシマザクラの花も散りシイノキ等の新緑が山を登り、御蔵の海もようやく落ち着いてくる季節に

なりましたが、村民の皆様いかがお過ごしでしょうか。 

 

 ３月１０日～２７日で令和７年第１回御蔵島村議会定例会が開かれました。議案等の審議は１０日１１日２

７日の３日間行われ、令和７年予算が確定して今後様々な面で執行されてゆきます。継続して大きな事業

はたりぼう・森山が下地区に予定されている村営住宅地にかかる予算。単年度では東京宝島サステナブ

ル・アイランド創造事業補助金を活用した西川住宅の建て替えと新設の工事。また御蔵の源水製造機の

更新を踏まえて今年度は調査や設計等が行われ、令和８年度には新しい源水製造機が新設される予定

と聞いています。昨年度から始まった起業・事業拡大支援金は本年度で終了するとの説明もありました。

その他にも老朽化した焼却場の更新も進めなくてはなりません。 

村民に身近なところでは今までの有線による村内放送が、無線による村内放送に切り替わり各戸にも

個別受信機が設置される予定です。これにより村内放送は確実に聞こえやすくなるはずです。 

 

 われわれ議員を含めた特別職の報酬や給与の改定も行われ。４月より議会議長は月額１４万円が６万

円増えて２０万円に、副議長は５万５千円増えて１７万円に、議員は１０万円が５万円増えて１５万円に。村

長は６０万円が８万円増えて６８万円に、副村長は５０万円が８万円増えて５８万円に、教育長は５０万円が

５万円増えて５５万円に増額されました。すべて手取り前の金額です。このほかにも期末手当が年２回支

給されます。議会議員には適用されませんが、村長、副村長、教育長には地域手当も支給されます。 

 

 御蔵島村議会では近年実施されていなかった他地域の視察も今年度は利島村を予定しています。東

京都の小離島である利島村の議会傍聴や義務教育学校に移行した学校の視察、その他可能な範囲で視

察及び意見交換をしてきたいと思います。同規模の離島で問題共有を図り、今後の議会運営に生かして

行きたいと考えています。 

 

最後に今年は６月に都議会議員選挙、おそらく７月に参議院議員選挙が実施予定です。政治は遠い話

と考えず、1人 1人が良く考えて投票しましょう。 

 

 皆さんのご意見を是非、議会や議員にお寄せください。 

 

 令和７年４月２４日 

御蔵島村議会議長 栗本 道雄 

 

議長の卓論
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令和７年第１回定例会 議決事項 
 

令和７年第１回定例村議会が３月１０日（月）に開会され、３月２７日（木）に閉会し、 

議案 30件を審議し、同意１件の提出がありました。 
※表中の記号 ： 〇…賛成  ×…反対  －…欠席 

議 案 番 号 議   案   名 議決結果 

審議の賛否 

栗 
本 
真
一 

砂 
原 
奈 
美 
子 

黒 
田 
正
道 

広 
瀬 
旭
治 

西
川
理
恵 

議案 第 1 号 
議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 2 号 
御蔵島村長等の給料等に関する条例の一部を改正す

る条例 
原案可決 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 

議案 第 3 号 
御蔵島村教育委員会教育長の給与等に関する条例

の一部を改正する条例 
原案可決 ✕ 〇 ✕ 〇 〇 

議案 第 4 号 
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 5 号 
御蔵島村会計年度任用職員の給料及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 6 号 
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 7 号 
御蔵島村職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 8 号 
御蔵島村し尿処理施設設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 9 号 訴えの提起について 原案可決 〇 〇 〇 ✕ 〇 

議案 第 10 号 令和６年度御蔵島村一般会計補正予算（第４回） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 11 号 
令和６年度御蔵島村航路事業特別会計補正予算（第３

回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 12 号 
令和６年度御蔵島村観光宿泊施設運営事業特別会計

補正予算（第３回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 
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議 案 番 号 議   案   名 議決結果 

審議の賛否 

栗 
本 
真
一 

砂 
原 
奈 
美 
子 

黒 
田 
正
道 

広 
瀬 
旭
治 

西
川
理
恵 

議案 第 13 号 
令和６年度御蔵島村簡易水道事業特別会計補正予

算（第３回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 14 号 
令和６年度御蔵島村国民健康保険事業特別会計補

正予算（第４回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 15 号 
令和６年度御蔵島村介護保険事業特別会計補正予

算（第３回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 16 号 
令和６年度御蔵島村後期高齢者医療特別会計補正

予算（第３回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 17 号 令和７年度御蔵島村一般会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 

議案 第 18 号 令和７年度御蔵島村航路事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 － 

議案 第 19 号 
令和７年度御蔵島村産業センター運営事業特別会計

予算 
原案可決 〇 〇 〇 × － 

議案 第 20 号 
令和７年度御蔵島村観光宿泊施設運営事業特別会

計予算 
原案可決 〇 〇 〇 〇 － 

議案 第 21 号 令和７年度御蔵島村簡易水道事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 － 

議案 第 22 号 令和７年度御蔵島村国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 × 〇 〇 〇 － 

議案 第 23 号 令和７年度御蔵島村介護保険事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 － 

議案 第 24 号 令和７年度御蔵島村後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 － 

議案 第 25 号 西川地区移住定住促進住宅整備工事（１）請負契約 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 26 号 西川地区移住定住促進住宅整備工事（２）請負契約 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 
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議 案 番 号 議   案   名 議決結果 

審議の賛否 

栗 
本 
真
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議案 第 27 号 令和６年度御蔵島村一般会計補正予算（第５回） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 28 号 
令和６年度御蔵島村国民健康保険事業特別会計補

正予算（第５回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 29 号 
令和６年度御蔵島村介護保険事業特別会計補正予

算（第４回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

議案 第 30 号 
令和６年度御蔵島村後期高齢者医療特別会計補正

予算（第４回） 
原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 

同意 第 1 号 御蔵島村副村長の選任について 原案可決 〇 〇 〇 〇 －  

※表中の記号 ： 〇…賛成  ×…反対  －…欠席 

 

議会事務局より 

～議会傍聴について～ 

議会は地方自治法第 115条の規定により公開することが定められており、どなたでも傍聴することが

できます。しかし、いくつかのルールがありますので、改めて簡単にご紹介させていただきます。 

 

１、傍聴人受付名簿への記入 

    議会当日、役場にて受付名簿を用意していますので、傍聴をご希望の方は氏名、住所をご記入い

ただく必要があります。 

 

 ２、入室について 

     議場後方に傍聴席を設けていますので、傍聴席へお座りください。なお、会議途中の入室は原則 

できません。開会前か、休憩中に入室をお願いしております。退室について制限はありませんので 

いつでも退室は可能です。また、当然ですが危険物(と思われる物)等の持ち込みはできません。 

 

 3、傍聴中の禁止事項 

     静かに傍聴していただくことが基本ですが、特に以下の項目について禁止とされています。 

    ・飲食 ・私語(自分の意見などの発言を含む) ・動画撮影および録音 ・拍手 

 

開かれた議会運営を目指しております。ぜひ、みなさま傍聴してみてください。 
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定例会 一般質問内容 

 
◆栗本 真一 議員 

 

◎学校体育館の窓破損について 

【質問】 フットサルボールが体育館海側窓に当たり、窓ガラスを階下へ落下させたことについて、状況の 

説明と再発防止についての考えを。 
      

【回答】教育長 

社会体育の活動中にフットサルボールがステンレス製防護柵に当たり、その衝撃で窓ガラスが 

    破損しました。防護柵の溶接が取れている箇所は１０か所以上ありますが、今回の事故はその部分 

ではありません。ステンレス防護柵があっても窓が割れることを確認しましたので、防護柵の見直し 

も含め、安全を期してまいります。 
 

◎令和７年度設置予定の防災行政無線について 

【質問】 既設の有線スピーカーは条例無しで整備・運用されており、明確な運用のルールがない。これか 

ら設置する防災行政無線については、国の電波法の規制内となってくる。条例整備や運用方法に 

ついての説明を。 
 

【回答】総務課長  

運用規則も含めた条例整備を、１２月議会で提出できるよう準備を進めております。地域防災計 

画、 国土強靭化計画に沿って整備を進めてまいります。 
 

◎地域活動補助金の執行状況について 

【質問】 昨年度まで体育会に一括補助してからの分配だったが、今年度は各部単独で補助申請となっ 

た。また、各部それぞれ補助を受けるには部費等にて自己負担が発生することになったことが、今 

までとの違い。執行状況の報告と改めて事業の見直しを行うかどうかを確認したい。 
 

【回答】村長 

現時点で７団体１２０万円の交付決定を行っている。こういった活動に関しては、村が支援してい 

くべきだが、幾らかの自己負担、活動者が負担するのは当然との考え。 
 

◎特産品開発について 

【質問】 サステナブル事業の一つである特産品開発でさくゆり焼酎の製造・販売が採択されているが、 

島内自生植物の高付加価値化について、村の見解を。 
 

【回答】産業課長 

    御蔵島は国立公園特別地域として、ほとんどの植物採取等の行為が規制されており、サクユリも 

その対象です。私有地以外での植物採集は、自然公園法や自然保護条例により許可がなければ 

できない行為 となっております。村有地などで著しい種の減少が見られれば広報等で注意喚起 

してまいります。 
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◆砂原 奈美子 議員 
 

◎ポケット労働法の配布について 

【質問】 都は、労働相談センターで労働問題全般の相談を受けているが、労働法の知識があれば不利益

を受けずに済んだのではと思われるケースも多い。そのような中で、東京都作成のポケット労働

法という、労働法がわかり易くまとめられ、いかに労働法が身近で大切かということを知ってもら

うための小冊子がある。この冊子は、労働者として自分を守る知識を得るためや、労働者だけで

なく、使用者（雇用主）にとっても有益な情報であると考える。 

インターネットを通じても読めるが、村として子どもたちが御蔵から巣立ち働き始め、無権利な状 

態に陥ってしまった際に自分を守る知識を積極的に伝える取組として、冊子や本を住民が手にす 

ることができる場所での配置を提案する。 
 

【回答】総務課長 

     情報提供として有用だが確認したところ提供部数が３０部なので、まずは村役場に配置をするな

どの対応を今後検討していきたい。 
 

◎野猫捕獲事業について 

【質問】 野猫の捕獲は村の事業と２つの団体が実施し、ボランティアの住民もいる。村の事業と２団体が 

２つのラインで同じ目的に向かっているが、最終的なゴールの明確化が必要ではないか。村として 

の目標や、あれば年度ごとの計画や長期計画、把握している到達点をお示しいただきたい。 
      

【回答】総務課長 

     村は東京都獣医師会と契約を締結し、年間１３頭の対応をいただくという契約から、年度ごとの

目標は13頭という形。計画は、御蔵島村動物愛護管理計画に基き、里親、不妊、去勢事業等を実

施。令和２年度から５年度で計１７頭の捕獲実績である。 
    

【質問】 数の目標をアップさせる等の変化はなく引き続きこの目標を維持していくという理解でよいか。 
 

【回答】総務課長 

捕獲頭数が年間１３頭を超える場合は東京都獣医師会と契約の見直し等々の交渉をしていく。 

また、実際の事業の進捗で、頭数を増やすことが可能なのかというところの検討をしていく。 
 

【質問】 村事業と２団体から、猫待合所の不足・冬季の気温低下による環境悪化・島外搬出や譲渡のペ 

ース調整が課題と伺ったが、情報共有が十分ではなく、それぞれで積み上げてきた知見や、やっ 

てきた中での思いなどが共有されていないように見受けられ、非常にもったいない状態と捉えた。 

村事業と２団体、双方で情報共有と意思疎通が重要と思うが、連携方法は具体的に図っておられ 

るか。 
 

【回答】総務課長 

     村内で野猫対策活動をされている方との契約上の連携はない。ただ、猫待合所の貸出しや、東 

海汽船への要望など、活動の協力要請があったものについてはできる限り協力している。この野 

猫対策における直接の要望や、持っている情報を村と共有する内容等、お声がけいただければ協 

力できる部分、一つの事業として捉えられる部分については、前向きに検討したい。 
 



 

8 

◎村営住宅の使用について 

【質問】 入居者の権利を守るのが大前提だが、住宅不足が各種課題の要因と幾度も村から答弁されて 

いるため、現在ある住宅を活用に努める行政業務ということから確認する。 

条例では入居者が村営住宅を引き続き 15日以上使用しないときは届出をしなければならない 

とあるが該当する村営住宅があるか。ある場合は入居者から届出はなされておられるか。届出が 

なされていない場合、村から行った対応は。 
 

【回答】産業課長 

      村で認知しているのは西川住宅２件。長期不在者へ令和６年 12月上旬に長期不在理由確認と 

退去のお願い文書を郵送済み。 
 

【質問】 入居者の権利を侵さず、同時に役場としての業務も果たせるという方策を検討するため、外部 

機関へ相談するなどの予定は。 
 

【回答】産業課長 

     無断立入はできず、中にある財産の保護も必要。東京都に照会したが、他では空き家が多く前 

例がないとの事。今後も相談できる部分があれば相談していきたい。住宅を必要とする住民もい 

るため、何らかの手は打っていきたい。  

 

◆黒田 正道 議員 
 

◎島外に医療を求める際について 

【質問】 診療所（歯科診療所）において住民に医療を提供していますが、診療所では対処できない病気 

や、月に数日の歯科診療では島外に医療を求めざるを得ないのが実状です。 

平成２２年から御蔵島村慢性疾患患者等通院交通費等助成事業が実施されましたが、対象者 

が限定されしかも所得制限があります。 

本村と同規模の利島村には利島村難病者等医療通院支援事業の他に利島村島外医療機関通 

院交通費等支援事業が実施されており、島外での難病以外の受診に対しても手厚い支援がなさ 

れています。 

島では対処できない治療を受ける住民の負担軽減のため、慢性・難病の助成対象を拡充するこ 

とと共に、慢性・難病疾患以外の疾病にも対応した助成制度が必要と考えます。 

現時点での村長のお考えをお答えください。 
 

【回答】村長 

利島村の交通費等の助成を十分に調査し、どの様に予算に反映できるか検討する。 
 

◎少子化対策について 

【質問】 少子化は全国的に大きな問題であり、国や都もその対策に取り組んでいます。 

御蔵島村でも、少子化対策として、数々の妊娠・出産、子育て・就学支援を行っていますが、少 

子化は進行しており、学校の児童生徒数の減少が危惧されています。このままでは近い将来、子 

供の数の減少のみならず、保育士の減少や、学校の空き学年に伴う教職員の減少等、住民数の 

減少は避けられません。 

以前、離島留学生の受け入れの取り組みや実際の運用を視察した事や、個人の方の里親制度 
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活用により空き学年が解消したことから、離島留学、里親制度が有効であると思います。 

里親制度への住民の理解を深める機会として、説明会の実施を都に要請してはどうでしょうか。 

子供の数が減少してからではなく、その前に確保に向けた取り組みとして、里親制度の活用や離 

島留学等を含めた少子化対策検討委員会の必要性を強く感じます 
 

【回答】村長 

指摘された少子化については理解しているが対処が難しく、離島留学・里親制度に限らず検討

は必要と考える。受け入れる施設や人の確保が困難なため、すぐには難しいと思うがいろいろ検

討していく。 
 

 

◆広瀬 旭治 議員 
 

◎たりぼう地区村営住宅について 

【質問】 公営住宅法では家賃は建設費に連動することとなり、予定する家賃は高額となることが予想で 

きます。執行済み金額及び今後の予定工事費の説明を願います。 
 

【回答】産業課長 

       用地費 平成２３年から総額 6,696万円３千円 

建設会社移転補償費 平成２７年度 4,300万円 

法面整備費 令和２年度  9,455万円 

         令和５年度  9,652万円３千円 

         令和６年度  １億 7,878万円 

           令和７年度                     ２億 8,424万円 （予定） 

                令和８年度                      ２億 2,400万円 （予定） 

                          令和１０年度            １億 8,690万円 （予定） 

道路建設費 合計 １億 5,053万円 

住宅建築費 令和２年時点算定 １棟 ３億 3,100万円 都合３棟建設予定 

家賃については、現時点積算はしておりません。 
 

【質問】 上記合計すると用地費で１３億 2,500万円。建物建設費が予定９億円。合わせて２２億円となり

ます。これでも建設を進めるのか。 
 

【回答】村長 

途中までやったものを今の時点で止めることは危険であり、予定通り進めます。 
 

◎契約事務について 

【質問】 村の事業で契約事務は一般競争入札、指名競争入札、随意契約と分類されると思われますが 

     過去の説明では下見積もりの提出を求めたとのこと。下見積もりとはどのようなことなのか。随意

契約では相見積もりはありえること、指名競争入札では見積もりといった行為は無いことと承知し

ている。 
 

【回答】村長 

     契約事務において適正に行っております。 
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◆西川 理恵 議員 
 

◎内地医療機関通院及び島外介護施設利用時の助成について 

【質問】 本村では受けられない医療や介護サービスのため、やむを得ず島外の施設を利用する状況が

あるが、近年はヘリの予約も取りづらいため、島外での滞在日数を増やさざるを得ない状況があ

る。妊婦も出産前に最低 2 回は内地で健診を受ける必要があり、第 2 子以降は上の子を連れて

の移動となることが多く、負担は大きい。こうした状況に伴う島民の負担を踏まえ、包括的な支援

制度の整備を村で行うことは考えられないか。 
 

【回答】村長 

利島の事例について調査するが、他の事例も挙がってきているため、それに伴い別の観点から 

の調査も必要なので、あわせて検討していきたい。 
 

◎住宅の適切な管理運営について 

【質問】 住宅不足については議会でも繰り返し議論されており、共通認識となっている。しかし実際には、

現在島に住んでいるにもかかわらず、様々な事情で今後住む場所がなく、島を離れざるを得ない

人もいると聞く。人口増加、あるいは最低限人口維持を目指すのであれば、御蔵で既に働いてい

るような貴重な人材を簡単に島外に出すべきではない。実際に住んでいない人に住宅があり、住

んでいる住民が住まいを得られない現状について、村としてどう考えているのか。 
 

【回答】村長 

ご指摘はもっともであり、住宅不足は長年の懸案事項となっている。必要とする人にうまく住宅 

を手配できない現状があり、簡単に解決できる課題ではないが、解消に向けて取り組んでいきた 

い。今年度、西川地区に一定数の住宅整備が予定されており、その効果は未知数ではあるが、た 

りぼう地区も含めて住宅の確保に努めていく。 
 

◎義務教育学校への移行について 

【質問】 令和6年度から利島村で小中一貫の義務教育学校が設置され、令和7年度には小笠原村母島 

でも同様に義務教育学校へ移行する予定である。これらは御蔵島小中学校と規模が近く、また、 

より規模の大きい父島でも校舎の建て替えに合わせて義務教育学校へ移行する計画があるとさ 

れている。こうした流れの中で、御蔵島小中学校として今後どのように対応していくのか、村の見 

解を伺う。 
 

【回答】教育長 

御蔵島小中学校では、現在義務教育学校導入のメリット・デメリットを調査中で、今後の方向性

を検討している段階。メリットとしては、柔軟なカリキュラム編成や教育内容の見直しが可能となる

ほか、生徒数が一時的に減少しても教員配置が維持される点が挙げられる。一方で、式典の簡素

化や校歌の扱い、小学校創立 150 周年との兼ね合い、両免許を持つ教員の確保といった課題も

ある。他地域では準備期間が短く住民意見が十分に反映されなかった事例もあるため、御蔵島で

は 150周年を一つの区切りとし、時間をかけて丁寧に検討していきたい。 
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◎進学情報の周知について 

【質問】 本村の子どもたちは中学卒業後に島を離れることが多く、進学先だけでなく住居の確保も必要 

なため、より早期の準備が求められる。しかし実際には、中学 2年生頃から進学先を考え始める 

例や、推薦入試に必要な出席日数が不足していることに後から気づくケースもあると聞く。また、 

島独自の助成制度の存在が十分に知られていない現状もある。進学は家庭や学校の役割ではあ 

るが、村としても制度の周知や情報提供など支援できることがあるのではないかと思うが、村とし 

ての見解を伺う。 
 

【回答】教育長 

令和 6年度から小学校高学年の保護者にも進路資料を配布し、早期の意識づけを図っている。

令和 7年度には「キャリア教育の充実」を教育委員会の基本方針に掲げ、将来の人生設計や職業

観を育てる取組を進めている。また、職業人の話や卒業生の体験談、起業に関する教育などを通

じ、児童・生徒・保護者にも広く情報提供を行う方針。高校授業料支援の拡充も踏まえ、早期の学

校見学や情報収集を促進しており、今後は小学生にも対象を広げていく考えである。 
 

◎野猫の捕獲事業について 

【質問】 野猫の捕獲事業を巡り、村の委託を受けている関係者から、別団体の活動によって計画に支障

が出ているとの声がある。場所の使用や搬出数を巡るトラブルがあり、村として双方の意見を聞き、

調整や仲介を行う考えはあるのか伺う。 
 

【回答】総務課長 

村の事業受託者からの相談については、これまでも「ねこまち」の使用などを巡って他団体と共

存しながら調整を行っており、今後も引き続き意見の調整は行っていく予定である。 
 

【質問】 村の委託事業とは別に活動している団体が、年間多くの頭数を捕獲している一方で、村は獣医

師会との契約や目標に基づき計画的に事業を進めており、委託者もそれに従って行動しているは

ずであることから、調整が必要ではないかと考える。両者とも同じ猫の捕獲を行っているが、目的

や目標に違いが見られ、一方は動物福祉の観点を重視しているのに対し、もう一方は猫の一掃を

目的とていることからも、村としての目標や方針を明確に伝える必要があるのではないか。 
 

【回答】総務課長 

これまでも双方の意見を聞きながら対応してきた。村の委託を受けていない団体も村のため活 

動していると認識しており、一方的に排除する考えはない。今後も意見を聞きつつ、よりよい方向

を目指して調整を進めていく。 

 

◆栗本道雄 議員 

 

◎高校進学について 

【質問】 現在は御蔵島からも全国の公立・私立の高校に受験が可能と理解している、一方入学後の通学

には親又は親に準じる人との同居が必要で、そうでない場合は受験や入学自体が出来ないとも

聞いている。公設や民営の寮からの通学に制限があるのか確認したい。 
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【回答】教育長 

       都立高校を中心に説明させていただきますと、島嶼からの転居に関する申立書の提出が必要。

これは保護者と転居するのか又は身元引受人の住所に転居するのかという２パターンで、入学で

はなく受検に関してです。ただし、現在は各高校の校長の権限が大きく、校長が認めれば各種問

題は解決されます。今後、特に高校の無い島嶼地域にあっては柔軟に受検・入学・通学が出来る

様に教育庁へ要望して行きたいと考えています。 

     一方、私立高校については学校ごとに居住地、保護者との同居の有無等々規定があるので、そ

の規定に沿って入学準備をする必要があります。 
 

【質問】 現在の状況を私なりに確認できました。御蔵島中学校を卒業する子供たちが、個々の希望に沿

った受験や入学、通学できるよう私たち議会も協力できることは積極的にして行きたいと思う。私

立高校は別として教育長が言ったような要望を今後、高校の無い他の島嶼地域の自治体と共同

し、東京都教育委員会等に要望していく意思が村長にあるか確認したい。 
 

【回答】村長 

要望等は、他の島の状況も調査してですが、可能なら実施して行きたい。 
 

【回答】副村長 

補足ですが受検や入学にあたって各種書類の提出が必要になるタイミングが難しい状況にある

ことは事実ですが、今後できることは柔軟に対応していきたいと東京都教育庁より伺っています。 
 

◎学校体育館への空調設備導入について 

【質問】 学校体育館への空調設備導入に関して、先日の学校弁論大会でも子供達から強い発表があり

ました。今後の取り組みをお聞きしたい。 

 

【回答】教育長 

       文部科学省、東京都の方針として、災害時の避難場所として活用される学校施設、体育館への

空調設備の設置を推進しております。予算補助もあり、設置者負担が２分の１になります。設置条

件に付いては天井や壁、窓等の断熱効果など。 

御蔵島の体育館は下がプールになっており、強度の問題や高額になると予想されるランニングコ 

スト等々課題はありますが、個人的には設置に向けて進めて行きたいと考えております。 
 

【回答】村長 

私も設置と言う考えはありますが、まず体育館の避難施設としての指定をしないと補助金の対

象になりません。また２階にある体育館へのエレベーターが壊れた際に高齢者等をどうするのか、

水道やトイレ等もなく、その辺の整備も一緒にやらなくてはならないので調査が必要と考えます。 
 
【要望】 越えなければならないハードルは種々ありますが、是非村として積極的に進めていただきたい。 
 

◎村営住宅について 

【質問】 村営住宅の長期不在者の扱いについて、他議員への説明で私なりに理解しましたが、１つだけ質

問します。先日長期不在者の方が口座振替の手続きに来られ、受理したと聞きました。長期不在

者の今後の居住を認めたかのような村の対応の仕方に問題を感じます。 

また、村営住宅にあっては駐車スペースの有無について入居前にそれなりの説明があるのか。 

さらにペットの扱いについての説明を。 
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【回答】産業課長 

口座振替手続きの際、長期不在は困ると伝えましたが、先々いろいろ考えていることがあるとい

うことで振込申請書を渡した形になります。それからお見えになっていない状況です。 

駐車スペースについては、募集案内の際に周知しており、入居後の対応はしていません。 

ペットについては公営住宅法では基本的にペットは禁止という形になっています。ただし長年飼 

っている方もおられますので現状では黙認している状態です。しかしアレルギー等をお持ちの方 

もいるため、新しい、まえだいろ住宅・中町住宅に関してはペット禁止での募集としています。 
 

◎4月以降の貨物船運航について 

【質問】 運航会社に確認はしていませんが 4 月以降、貨物船自体の隻数の減少や船員の働き方改革で、

いわゆる「凪待ち」が出来なくなると聞いています。生鮮品等は定期船への積み替えが可能です

が、ガソリン等の燃料、プロパンガス、建築資材等々は客船での対応は不可能です。この課題に

ついて村が把握している事と対応について説明を。 
 

【回答】産業課長 

       今まで、青ヶ島を除く伊豆諸島は伊豆七島海運が７隻の貨物船で運航していましたが昨年から

６隻となっています。それに伴い週３回運航している島は２回に減便しての運行になっています。

御蔵島については配船の都合で木曜日以外になる場合もありますが週１回の運行を今まで通り

予定しています。いわゆる「凪待ち」はこちらからお願いして実施していました。それが今後どこま

で出来るかはわからない状況です。貨物船の運航日も変わって来る可能性がありますので広報

等で周知を徹底して行きます。 
 

【質問】 今の課長の説明だと４月以降は凪待ちが出来る時と出来ない時があると言うことですね。 

 

【回答】産業課長 

今後は今まで通りは出来ない場合もあります。御蔵島の場合、三宅島への運行が基本的に木曜

と土曜の２回なので木曜がダメなら土曜に御蔵島の貨物もお願いします、と伝えています。 
 

【質問】 これから夏場に向け、海況が安定する季節の問題は少ないと思われますが、冬季の時化が続く

季節に関して、村の担当者や荷役を実施する会社は大変でしょうが、住民生活に大きな影響がな

いように対策や協議を進めて行ってほしい。 
 

◎職員の退職・採用について 

【質問】 村役場の職員退職、採用状況は。 

 

【回答】総務課長 

       令和６年度退職者は２名、採用は６名で、令和７年度採用予定は４名です。 
 

【要望】 以前よりも若干職員も増えて住民サービスもある程度回復してきていると認識しています。住宅

等の問題はありますが、引き続き職員確保と職員の教育に力を入れてください。 

 

紙面の都合上、議会だよりは文章や内容を割愛したり、要約したりして掲載しています。ぜひ議会を傍聴

してみてください。 
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活動報告・令和７年１月１日～令和７年３月３１日 

議長 栗本道雄 

１月１６日～１７日  

         東京都総務局行政部長等来島 (対応) 

２月３日    北方領土返還を求める都民会議 (出席) 

２月３日    東京都環境局自然観光部 (訪問) 

２月４日    東京都産業労働局水産課 (訪問) 

２月６日    全国離島振興市町村議会議長会総会 (出席) 

２月６日    環境省自然環境部等 (訪問) 

２月７日    北方領土返還を求める全国大会 (出席) 

２月１９日      東京都島嶼町村１部事務組合議会 (出席) 

２月１９日      東京都島嶼町村会・議会議長会合同会議 (出席) 

２月１９日      東京都島嶼町村議会議長会総会 (出席) 

３月５日    御蔵島村議会議員全員協議会 (全議員・出席)  

３月１０日～２７日 

御蔵島村議会令和７年第１回定例会 (全議員・出席) 

(３月１２日～２６日休会) 

３月１５日   都議会議員来島 (対応) 

 

今後の定例会予定 

令和７年 

６月１３日～  御蔵島村議会 令和７年第２回定例会 予定 

９月１８日～  御蔵島村議会 令和７年第３回定例会 予定 

１２月１２日～    御蔵島村議会 令和７年第４回定例会 予定 

 

備考 

島内での行事等については報告していません。 

 

                                                      

御蔵島村議会に関するお問い合わせ 

御蔵島村役場 総務課総務係 議会事務局 

〒100-1301 東京都御蔵島村字入かねが沢 

TEL：０４９９４－８－２１２１ 

FAX：０４９９４－８－２２３９ 


